
 

  



～講評～ 

 昨年同様、大問１は第１問～第３問までで構成されており、マーク式。また、大問２は記述式の出題である。難易度も昨年と変化はな

い。大問１の第１問は問１から問５からなる小問集合であり、応用的な設定があるものの基本がわかっていれば得点できる。また、力

学の分野から原子の分野までの出題である。第２問、第３問は第１問に比べるとやや難しく、計算量も多い。大問２は答えに至るまで

の計算を含めた記述式であり、やや難しい。 

出題分野は大問１の第１問は物理の全範囲からの出題とみてよい。第２問は昨年と同様に電磁気から、第３問は熱力学からの出題であ

る。大問 2 も昨年と同様に力学からの出題である。ボーダーとして６～７割は取っておきたい。 

 

１ 

第１問  

問１ 水の入った水槽に立てかけられた棒に働く力と力のモーメントのつり合い 

問２ 点電荷の電場と電位 

問 3 ドップラー効果 

問４ 反射型回折格子 

問５ 原子核反応 

第２問  荷電粒子のローレンツ力による円運動と軌道上に発生する誘導起電力の問題。ベータトロンの問題を解いたことがない受験

生は苦戦したかもしれない。 

第３問  一般の理想気体の熱サイクルの問題。一般の理想気体の内部エネルギーが定積モル比熱で表すことができることや、ポアソ

ン方程式や定圧モル比熱と定積モル比熱、気体定数の関係がわかっていないと解けない。 

 

２ 

車の中での振り子の問題。車と振り子が互いに力を及ぼしあいながら運動する問題なので、慣性力、作用反作用の法則を含め正確

に理解していないと解けない。最後の設問は難しい。誘導にしたがいじっくり考えて解き進めたい。 

 

 

 

 


